
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

有機ヒ素汚染源調査等の一環として実施してきました揚水調査が終了しま

したので、汚染地下水の処理プラントと揚水調査用の井戸について解体・撤

去を行っております。 

 現在は揚水調査用の井戸の撤去作業を中心にすすめております。 

これまでにお示ししたスケジュールが若干遅れておりますが、別途、その

状況等をお知らせする予定です。 

今後も周辺住民の方々へご迷惑のないよう配慮しながら進めたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揚水調査に伴う汚染地下水処理プラント等の解体・撤去について 

神栖市における有機ヒ素汚染源

調査等についてのお知らせ 
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揚水調査用井戸の撤去風景（AB トラック南西地域） 



   

 

 

汚染源掘削現場での土壌容器詰めの工事につきましては、今後、掘削現場で

の準備作業としまして、工事事務所の設営、掘削現場内の整備等を予定していま

す。  

これまでにお示ししたスケジュールが若干遅れておりますが、別途、その

状況等をお知らせする予定です。 

お気づきの点がございましたら、お気軽に、末尾に記載の現場事務所までご連

絡下さい。 

 

 

 

 

 

以前からお知らせしておりますが、ジフェニルアルシン酸（ＤＰＡＡ）等が引き続

き検出されている状況を踏まえ、現在、井戸水の飲用等の自粛をお願いしている

地域においては、引き続き自粛をお願いいたします。 

 

 

 

井戸水の飲用等の自粛について 

汚染源掘削現場の土壌容器詰めの状況等について 

 

お問い合せ・御質問は下記の窓口へ御連絡下さい。 

鴻池組現場事務所    090-4054-1557 

クボタ現場事務所    090-4752-5858 

環境省環境リスク評価室 03-5521-8262  (http://www.env.go.jp) 

茨城県環境対策課    029-301-2966  (http://www.pref.ibaraki.jp) 

神栖市環境課      0299-90-1146 (http://www.city.kamisu.ibaraki.jp) 


